
メラニン産生抑制効果試験	

シミの原因となるメラニン色素は、表皮中に存在する色素産生細胞（メラノサイト）で産生さ
れます。このメラノサイトを培養し、メラニンの産生抑制効果を評価する試験です。試験で
は、メラニン産生抑制率と細胞への影響（生存率）から抑制効果を評価します。メラニンの
産生を抑制する事で、美白への効果が期待できます。	

データ例：	  

データ活用：社内教育用資料　基礎研究データ　	  

データ提出：画像　数値	  

試験目的：シミ、くすみ　	  
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原料A、Bにメラニン産生抑制効果が確認され、	  
特に原料Aの効果が高い	  
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